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エラスターゼ肺気腫モデルマウス肺におけるサイトカインプロファイリング

Bio-Plex200システム

エラスターゼ肺気腫モデルマウス肺におけるサイトカインプロファイリングを実施した。肺破砕液を使用しサイトカイン測定を実施、疾患モ

デル群でより高度の炎症が誘導されていることを確認した。
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COPD重症化病態解明への基盤となるデータになることが期待される。
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